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【令和６(2024)年度 事後評価結果】 

評価 評価基準 

 A＋ 期待以上の成果があった 

〇 A 期待どおりの成果があった 

 A－ 一部十分ではなかったが、概ね期待どおりの成果があった 

 B 十分ではなかったが一応の成果があった 

 C 期待された成果が上がらなかった 

（研究の概要） 

本研究は、加齢による造血幹細胞とニッチ細胞の特性の変化を解析し、加齢造血幹細胞の機能低下を

統合的に理解するとともに、加齢に伴って増加する骨髄球系腫瘍発症の基盤となる加齢造血幹細胞の

エピゲノム要因を明らかにし、新規治療法の創出を目指す研究である。最新のシングルセルレベルのエ

ピゲノム解析技術を用いて、加齢に伴う造血幹細胞の多様性の増大を明らかにすることを試みる。 

（意見等） 

 加齢マウス造血幹細胞のエピジェネティック解析の結果、加齢造血幹細胞にはストレス曝露履歴が

クロマチンに記憶されていること、加えて Clusterin(Clu)の発現により造血幹細胞が骨髄球系分化指

向性を示す加齢型（Clu 陽性）とバランスの良い分化を示す若齢型（Clu 陰性）に大別できることを示

すなどの新しい知見を得ている。特に、加齢造血幹細胞にストレス曝露履歴がクロマチンに記憶されて

いる発見は、ストレス反応性の違いが加齢造血幹細胞の特性の一つであることを規定する新規の知見

である。これらの研究成果は着実に国際学術誌に発表されており社会的なインパクトも大きい。今後、

マウスで得られた知見をいかに人で検証し還元していくかが重要である。 


